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世界最高水準の空港を目指して特集

NAAグループは、2019〜2021年度の中期経営計画の中で、
3つの主要テーマの1つに「デジタル・イノベーション」を掲げている。

アジアの主要空港との競争が激化する中、
デジタル化や最先端技術の活用によりイノベーションを推進して効率化や新たな付加価値の提供を行って、

アジアのリーディングエアポートを目指す。

　世界の航空需要は、今後もアジア地域を中心にさら
なる増加が見込まれており、アジアの主要空港では取
扱能力拡大に向けた施設の大規模拡張プロジェクトが
進行している。中国では今年9月に北京新空港（北京
大興国際空港）が開港した。これらアジア主要空港と
の間で激化する路線獲得競争、サービス競争に勝ち抜
くために必要不可欠となっているのが、イノベーション
の推進による生産性革命であり、デジタル技術を活用
して生産性向上（省力化・省人化）を図る「スマートオ
ペレーション」の実現である。

ターミナル巡回警備にロボット導入

　その一環として6月3日から、旅客ターミナルの巡回
警備の一部に、最新の自律走行型巡回監視ロボットを
導入した。国内の空港では初めての取り組みで、これ
まで警備員の目で実施していた巡回監視業務にロボッ
トのカメラを通じた画像監視等が加わることで、より高
度で効率的な館内警備を実現した。
　今回導入した警備ロボット「セコムロボットX2（エッ
クス ツー）」は、レーザーセンサーにより自己の位置を
特定しながら敷地内の巡回ルートを完全自律走行し、
搭載したカメラを使ってさまざまな場所で画像監視を

行う。ルートの巡回後は定められた立哨ポイントで停
止して、周囲の状況の監視を続ける。
　ロボットの上部には、熱画像センサーを内蔵したアー
ムを搭載、ルート上に置かれたゴミ箱にタバコのポイ
捨て等による熱源がないかを点検することができる。
また、緊急時にはロボットに装着したマイクとスピー
カーを介して、お客さまと監視室との遠隔通話も可能
となっている。
　警備ロボットは第1・第2ターミナルにそれぞれ2台ず
つ導入した。両ターミナルの警備はこれまでもセコム
の常駐警備員が担当してきたが、これからは人とロボッ
トの力を融合させて、より高度で効率的な館内警備が
行われていく。

路面点検には赤外線カメラ搭載車

　空港運用業務の生産性を向上させるため、滑走路・
誘導路の点検業務に赤外線カメラを搭載した路面点
検車両を導入した。NAAのグループ会社であるエア
ポートメンテナンスサービス（AMCO）の協力のもと、
安定的な点検作業が可能になるとともに、作業の大幅
なスピードアップが図れる。
　アスファルトまたはコンクリートで舗装されている滑

ターミナル内を自律走行する巡回警備ロボット

イノベーションの推進で生産性を向上

デジタル技術でスマートオペレーション

地上3.6ｍの高さに赤外線カメラを設置した路面点検車
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走路や誘導路については、日常の点検と予防保全とし
ての修繕作業が空港運用業務の中で必須となってい
る。成田空港では制限区域内の基本施設舗装面（滑
走路・誘導路・エプロン）の日常点検はAMCOが実施
しており、約410万㎡にわたる点検エリアを24時間365
日点検している。今回導入した赤外線路面点検車はそ
の作業に活用され、赤外線カメラで舗装の温度差を測
定することで、従来目視では確認できなかったアスファ
ルト舗装内部の変状を可視化することができる。これ
により、30㎞/hで走行しながら横幅3.5ｍの舗装面を
測定することができ、作業スピードは従来の人力によ
る目視点検と比較して約4倍に早まる。
　これまでの点検は、徒歩による目視に加えて、劣化
や損傷が疑われる場合は点検車から降りて、点検ハン
マーによる打音点検を実施するものであった。一方、
今回導入した赤外線路面点検車では、赤外線カメラに
より舗装内部の変状をダイレクトに検出することがで
きるほか、測定機器を車両に搭載したことによる点検
の高速度化（省力化）、および変状評価をシステムが自
動判別することによる高度化が図れるメリットがある。

制限区域内で自動走行実証実験も

　地上支援業務の省力化・自動化では、空港制限区
域内での車両の自動走行実証実験も実施している。成
田空港では初めてとなるこの実験は昨年12月と今年1
月に行われ、グランドハンドリング業務スタッフを乗せ
た自動運転車両がエプロン内を走行した。発着回数や
航空旅客数が増加の一途をたどる一方、労働力不足も
懸念される中で、業務の省力化に向けた新技術の活用
に国土交通省などと共に官民で取り組んでおり、将来
的には、航空機とターミナル間の乗員・乗客や、グラン
ドハンドリング業務スタッフなどの移動手段として、自
動運転車両の活用を目指している。
　実験では、グランドハンドリング業務スタッフを後部
座席に乗せた実験車両が空港制限区域内を、延べ6日

間にわたって走行。万一に備えて運転手も乗車した。
　この実験の実施母体である官民共催の「航空イノ
ベーション推進官民連絡会」では、今回の実験結果な
ども踏まえてさらなるレベルアップを目指す。目標として
は2020年までに、「万一に備えて運転手も乗車するが、
運転はシステムが行う」形で、空港制限区域内でグラン
ドハンドリング業務スタッフを輸送する自動走行の実
現を目指しており、NAAもこれに積極的に協力していく。

“チャットボット”で訪日客をガイド

　今後もさらに増加が見込まれる海外からのお客さま
への対応では、チャットボット（chatbot）を使ったガイ
ドサービスに取り組んでいる。チャットボットは「対話

（chat）」と「ロボット（robot）」とを組み合わせた造語で、
スマートフォンを通じてのさまざまな質問等に、AI（人
工知能）が対話形式で次々に答えていく。
　以前は、「成田コンシェルNariCo」という名称のコン
シェルジュアプリを開発し、成田空港で利用できる施
設やサービス、フライト情報などについて案内してきた。
しかし、海外からのお客さまの増加に伴い質問の内容
も多様化・複雑化してきたことなどから、インバウンド
向けAIソリューションの開発等を手がけるビースポーク
と提携。同社が提供する「Bebot（ビーボット）」に、成田
空港に関する案内機能の一部をアウトソーシングした。
　Bebotは、AIを使って24時間・365日、英語・中国語

（繁体字・簡体字）により無料で対応する。AIでは回答
が難しい質問が寄せられた場合にはオペレーターが
対応するなど万全の態勢を敷いている。また、AIが満
足度アンケートを自動で実施することから、イノベー
ションの推進による省力化・省人化の効果だけでなく、
お客さまの声を広
く取り入れたサー
ビス向上への活用
も期待が寄せられ
ている。

自動運転車両の運転席。万一に備えて運転手も乗車 「Bebot」の利用を呼びかけるポスター


